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学 位 論 文 題 目 

 

北海道漁村における漁協女性部の活動の役割 

－ 時代的社会背景との関連と活動者の意識構造に基づいた分析 － 

 

北海道では，1951 年に全国で初めて漁協婦人部（現，女性部）が結成され，生活改善運動を中心

とした活動を先駆的に展開し，今日漁村で実施されている地域振興事業への協力において多大な貢

献を果たしてきた。しかし，近年の女性部部員の高齢化と減少傾向の現状において，活動を継続し

ていくためには外部的な支援が必要な状況にある。適切な支援を行う上で，活動者である女性部部

員の活動に対する意識構造を明らかにしておく事が肝要となるが，これまで女性部の活動と活動者

の意識との対応関係を定量的に示しうる研究は行われてこなかった。 

 そこで，本研究は北海道漁協女性部の起源に遡った根源的な活動と今日的な活動の構造分析によ

って，設立以来の活動に通底する共通性と時代的な特徴を明らかにし，漁村の形成と生活に果たし

てきた役割と今後の活動展開の方向性を提示し，漁村の地域づくりに寄与することを目的としたも

のである。得られた成果は以下の通りである。 

1) 1950 年代の社会情勢との関連に基づく漁協婦人部の設立要因，女性部活動の起点となる婦人

部設立期の活動の構造と特徴および活動の意義と発展要因を明らかにした。定性的な記述で表現さ

れる要素の対応関係を，クラスター分析によって女性部活動の構造を表現した。また，婦人部活動



の存立構造に関連する潜在的指標要素として，「動機」，「満足感」，「不満感」，「活動効果」の 4 要

素を選定した。 

2) 1975 年の国際婦人年世界会議以降の女性政策を社会的背景として，都市，農村，漁村の地域

特性と女性部活動の枠組みをまとめた上で，女性部を対象としたアンケート調査(2009 年)を行い，

Passing-Bablok 法を用いて活動効果に対する部長と部員の意識のバイアスを検証した。さらに活動

を主導する立場にある部長を対象母集団として，「植樹と清掃」，「料理教室」，「水産加工品の製造

販売」の 3つの活動に対する「動機」，「満足感」，「不満感」についてのアンケート調査を行い，平

均からの偏差得点を標準偏差で標準化したｚ得点を用いて，活動の効果と意義および活動の促進要

因と抑制要因を明らかにした。 

3)女性部長を対象に女性部の現状についてアンケート調査(2012 年)を行い，女性部の組織的特徴

と，「イベント活動」，「料理教室」，「起業活動」の実施状況と課題を明らかにした。また，「起業活

動」を継続中の 2事例と中止した 2事例，および未達の 1事例を対象にヒアリング調査を行い，起

業の継続要因を明らかにし，課題解決の方略と活動展開の方向性を示した。 

4)漁村の将来性と女性コミュニティとしての女性部の存在意義について総合的な考察を行い，女

性部活動の活用が地域の重要な役割であるとともに，漁村の維持と存続に役立つ事を示した。 

本研究は，社会的背景における女性問題と女性運動，および漁村と漁協との関連において漁協女

性部を位置づけ，その活動に通底する女性部部員の意識構造を明らかにした。さらに，漁村の地域

研究において，漁協女性部の本質的な特徴と今日的課題を明らかにし，活動展開と活動支援の方向

性を提示している。本研究で示した活動の促進要因，起業の継続要因に基づき漁協女性部の活動を

継続させて行く事が，結果として漁村の持続性に大きく寄与するものと判断される。よって審査員

一同は申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のあるものと判定した。 


